
投資家と気候科学者のサケ養殖   

地球の気候は極めて複雑なシステムで、気候変動が

激化するにつれ、大きな被害をもたらす異常気象が相

次いでいる。例えば、北極の氷山が減れば大西洋の

海温循環が変化し、アマゾンの熱帯雨林で干ばつが

頻発するようになる。こうした相互作用は地球規模で起

こっている。 

投資家にとって、この複雑な相互作用は、気候変動を

個々の発行体のリスクや投資機会として捉え、経営、

戦略、ガバナンスの改善を促す上で課題となる。しか

し、気候科学をうまく利用すれば、そのためのツールを

より研ぎ澄ますことができる。それは、気候変動の移行

リスク及び物理的リスクを、損益計算書や貸借対照表

に適切に反映させることにつながるかもしれない。また

は、気候変動シナリオ分析モデルから得られる結果を

より的確に解釈できるようになるかもしれない。 

気候科学と投資を組み合わせることは、投資家がより

幅広い疑問に答える一助にもなる。まさにこのことが、

アライアンス・バーンスタイン（以下、「AB」）の運用チー

ムとコロンビア大学クライメートスクールの気候科学者

による一連の共同研究イニシアティブの目的である。

そのテーマは、再生可能エネルギーの一貫性から、海

洋の環境変化と北海のサケ養殖場の関係まで、さまざ

まな分野にわたっている。 

再生可能エネルギーの信頼性： 

風はどのくらい安定して吹くのか？  

太陽光や風力などの再生可能エネルギーは、炭素排

出量ネットゼロの世界に移行する上で重要な役割を果

たす。しかし、太陽はいつも出ているわけではなく、風

はいつも吹いているわけではない。天候は場所によっ

て大きく異なるため、再生可能エネルギープロジェクト
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 に対する投資家の評価は、たちまちのうちに翻る可能

性がある。 

例えば、風力発電所の建設計画では、その場所にど

れだけ安定した風が吹いているかで利益が大きく左右

される。発行体の予想は往々にして楽観的であり、利

用可能な過去のデータには、すでに起きている気候の

変化が反映されていないかもしれない。投資家は、各

地の気候のパターンやその変化が再生可能エネル

ギープロジェクトにどんな影響を与えるかについて、新

たな分析を行うことができるのだろうか？ 

ABの運用チームとコロンビア大学の気候科学者は、ブ

ラジル、インド、南アフリカ、チリなどにおける風のパ

ターンに関する膨大なグローバルデータベースなどを

利用し、この疑問に答えを出す方法を探っている。とは

いえやはり課題もある。例えば、すべての国で十分な

気象観測が行われているわけではなく、インドでは国

全体で気象観測所が18カ所しかない。 

海水温度とサケ養殖の関係  

サケの養殖は急成長を遂げている産業である。それに

は陸上と海上の貯水池、淡水及び海水での育成、温

度が厳密に管理された施設など、複雑なプロセスと設

備が必要となる。 

気候変動に起因する海水温度と海面水位の上昇は、

このサケ養殖に必要な微妙なバランスを崩し、収益に

悪影響をもたらす可能性がある。また、有害な藻類や

寄生虫の発生といった二次的な影響も生じうる。サケ

の養殖業者がこれらをうまく管理できるかどうかが、ビジ

ネスの成功と失敗を分けるかもしれない。 

ABとコロンビア大学の共同作業グループは、サケの養

殖地域における水温や水位がどれだけ変化する可能

性があるかについての予想の精度を高め、藻類の繁

殖によってどの地域が大きなリスクにさらされるか、的

確に把握することを目指している。 

世界最大のサケ生産国であるノルウェーの北海沿岸の

フィヨルド周辺のサケ養殖場にとっては、気候変動が

極めて局所的であることが大きな問題の1つとなってい

る。作業グループが検討している1つのアプローチは、

国土を地域ごとに分割し、基本的な海洋条件と起こりう

る変動について地域ごとに評価することである。こうし

た知識があれば、投資家はそれぞれの養殖場をリスク

別のグループに分類し、評価することができる。 

最先端の合成生物学を理解する  

合成生物学とは、生物の遺伝子情報の集合体である

ゲノムを改変し、新しい生物を作り出す科学である。医

薬品から接着剤に至る幅広い新製品、革新的な原材

料やサービスを提供している。 

この科学は、大気中の二酸化炭素を材料として利用し

たり、クモの糸から完全に生分解性のある腕時計用スト

ラップを作り出したりするなど、日常生活における環境

フットプリントを一変させる可能性がある。個々の企業

の取り組みが国際連合の持続可能な開発目標に向け

た進展を促し、その過程で魅力的な投資機会が生ま

れるケースがますます増えている。 

しかし、これらの将来的な機会を現時点で正確に把握

することは容易ではない。そうした理由から、ABの運用

チームはコロンビア大学の地球環境工学、生体工学、

化学工学の専門家と協力し、最先端の合成生物学

や、今後広く普及しそうなトレンド、そして環境対策に

応用できる可能性について、より深く理解しようと努め

ている。 

物理的なリスクを把握する  

投資家は激化する気候変動による自然災害リスクを考

慮した意思決定をしなければならないが、災害リスクを

知るための地理空間データを利用した既存のツール

は、それほど効果的ではない。それらは十分に精緻で

はなく、気候変動に関するデータが不足していたり、

データに問題があったりする。 

ABの運用チームはコロンビア大学地球研究所の国立

災害対策センターと協力し、同センターの米国自然災

害指数をアップグレードしている。この指数は、緊急事

態に家庭が備えるために2017年に創設されたものだ

が、例えば銀行業界や地方債の格付けを提供する機

関などにも用いられている。 

この共同プロジェクトでは、災害や社会的な脆弱性に

関する新たなデータの追加などによる指数のアップグ

レードを目指している。また、ABが有するデータのうち

統合に適したデータの特定や、ポートフォリオのリスク

評価機能といった新機能も検討されている。将来的に

は、運用チームは気候変動予測を統合し、将来のリス

クをより正確に把握することを目指すとともに、米国外

のグローバル版の指数の開発も視野に入れている。 

サケ養殖のリスク評価であれ、合成生物学についての

深い理解であれ、こうした共同研究の取り組みは、気

候科学と投資を組み合わせる上で核となっている。そ

の目的は、気候に関する知識をより適切な投資判断、

ひいては優れた投資成果につなげる方法をより深く理

解することにある。 
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